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このたび，長期派遣研修員として，下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

    

１ 研修種別                    Ｃ 福岡教育大学附属福岡中学校研修員 

                

２ 研修場所及び所在地               福 岡 教 育 大 学 附 属 福 岡 中 学 校 

    〒810-0061 福岡市中央区西公園12番１号 

電話番号  （０９２）７７１－８３８１ 

F A X番号  （０９２）７３２－１１４７ 

３ 研究主題及び副主題 

 

 

 

４ 研究内容の概要 

 (1) 研究の目標 

相手意識をもち,情報を整理して考えを表現できる生徒を育てるために，PO シートによる目

的や場面を意識した process writing の学習指導のあり方を究明する。 

(2) 研究の仮説  

PO シートによる目的や場面を意識した process writing の過程を講じることで，コミュニ

ケーションをとる相手や目的，場面に即した適切な内容や語彙，表現を選択し，相手意識をも

ちながら情報を整理して考えを表現できる生徒を育成することができるようになるだろう。 

(3) 主題設定の理由 

   人工知能時代の到来が，機械（自動）通訳翻訳の実用化を可能にし，外国語教育のあり方が問

われている。多言語翻訳アプリ VoiceTra は，現在 31 言語に対応しており，機械(自動)通訳翻訳

機能の成長は著しい。浅野(2018)は 2003 年に文部科学省が策定した「英語が使える日本人育成

のための行動計画」にある「国民全体に求められる英語力」の技能は，今後さらに精度が高く，

いつでも入手できる機械（自動）翻訳通訳の出現により，代替え可能になると指摘している。し

かし，中学校学習指導要領（平成 29 年告示）外国語編の中に外国語科の見方・考え方とは「外

国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着

目して捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考え

などを形成し，再構築すること」とあるように，目的，場面，状況を意識したコミュニケーショ

ンや，自己理解,他者理解をすることが大切であると考える。また，平成31年度に実施された全

国学力・学習状況調査の英語「書くこと」において，全体の正答率は46.4％であるが，知識，技

能は 30%～80%であったのに対し，思考力，判断力，表現力は 1.9%と究めて低い値であった。こ

れは，目的や場面を意識した writing ができていないため，生徒が単純な語彙や文法の習得で学

びがとどまっていることに原因があると考える。故に，目的や場面のある課題を取りあげ，それ

らを意識しながら段階的に writing 指導を行う必要があると考える。 

相手意識をもち,情報を整理して考えを表現できる生徒を育てる外国語科学習指導法の研究 

～PO シートによる目的や場面を意識した process writing を通して～ 



(4) 主題・副主題の意味 

 ① 主題について 

    「相手意識をもち」とはコミュニケーションをとる相手の考えや文化について把握し，伝える

内容を吟味することである。「情報を整理して考えを表現できる」とは，自分が知り得た情報を

伝えたい内容と照らし合わせ，必要な情報とそうでないものを取捨選択し，コミュニケーション

の目的，場面，状況に応じて，適当な語彙や言い回しを使い,相手に発信することである。 

 ② 副主題について 

      「PO シートによる」とは学習課題についての Purpose(目的)Occasion(場面)を明らかにし，各

段階において課題達成の視点を示すシートを活用することである。「目的」とは，何のために聞

いたり読んだり話したり書いたりするのかを把握することである。「場面」とは，誰に対して聞

いたり読んだり話したり書いたりするのか，また，本研究では「状態」を意味する相手との関係

性やコミュニケーションを行う際の環境は，「場面」に含める。 

「process writing」とは，題材ごとに，Ⅰ「Prewriting」Ⅱ「Writing」Ⅲ「Post-Writing」

Ⅳ「Reflection」の流れの中で課題解決に向けて取り組む過程のことである。望月(2018)は

Writing の過程について「ライティングでは書き手は，起案，構造化，草稿，焦点化，評価，見

直しのそれぞれの段階を，刻一刻，次に進んだり元に戻ったりして，大変複雑な作業を統括する

役を果たさなければならない」と述べている。それぞれの段階を進んだり戻ったりするというこ

とは読み手に伝わる文章になるように試行錯誤することであると捉える。「Prewriting」とは，

学習課題の目的・場面を把握し，情報を整理する段階である。「Writing」とは，課題解決に向

けて新出の言語材料や習得した知識・技能を活用しながら自分の力で書く段階である。「Post-

writing」とは，小集団の中で共感的思考や批判的思考をもちながら各々の表現を共有し，自分

の表現を目的・場面を意識しながら課題を達成するために，自分の Writing を練り直す段階であ

る。その際，Prewriting で使った PO シートを見直し，付加・修正を加えながら，目的や場面を

再認識したり，学習課題達成のために有用な表現を把握したりしながら，Rewriting を行う。

「Reflection」とは，題材を通して自分の表現の変容をふり返ることで，どのように自分の表現

が変化し，学習課題達成に近づいたのかを実感する段階である。また,成果だけでなく，課題に

ついてもふり返り，次題材の意欲をもつ段階でもある。 

 (5) 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (6) 検証の方法 

     POシートによる目的や場面を意識したprocess writingの在り方を究明する。これを実証する

ために，自分と相手の視点に立って内容をまとめたり，目的や場面について記述したりしたPOシ

ートの内容分析や，生徒の様相観察及び分析を行う。 

視点１ 「Prewriting」の段階において，学習課題に対して，PO シート上に自分が伝えたい内

容と相手が求めるであろう内容とをチャート形式で比較させ，相互の内容を検討，整理

することは相手意識をもった内容にするために有効であったか。  



【資料１】PO シートの全体図 

視点２ 「Writing, Post-writing」の段階において，PO シートにまとめた内容を根拠に，自

分の PR 文を班で共有し，説明する活動を通して， 自分の PR 文を内容，表現の視点か

ら再考し，練り直すことは，学習課題の目的や場面により応じた文にするために有効で

あったか。また，PO シートの内容は相手意識や課題の目的や場面を再認識するための

手立てとして有効であったか。 

視点３ 「Reflection」の段階において， 学習課題を達成するために，最初に書いた PR 文と

最後に書いた PR 文を比較させることや PO シートを見直すことは，自分の PR 文の変容

を見取る手だてとして有効であったか。  
   また，【資料１】は学習課題の   

達成に向けて活用した PO シート 

の全体図である。このシートには， 

学 習 課 題 の 目 的 ， 場 面 ， 

Prewrit ing， Writing， Post- 

writing，Reflection までの一連 

の流れを１枚のシートにまとめる 

ことができるように構成されてい 

る。 

 

５ 授業実践 

(1) 実践① 

 ① 題材名「福岡の魅力を世界に伝える PR 文を作成しよう」 

 ② ねらい 

   本題材の指導にあたっては，福岡県庁観光局の福岡の魅力を伝える PR 文を作成してほしいと

いう依頼に対し，他県にはない福岡の良さを考え，自分が発信したい内容と海外の人が求めるで

あろう内容について吟味し，相手に合わせて福岡を魅力的に伝える表現の工夫について見出させ

ることをねらいとした。 

 ③ 授業の実際 

  ア 「Prewriting」の段階 

   この段階では，PO シートを学習過程の中で常に活用する中で，どの過程においても目的と場

面を確認させるために，PO シートに目的と場面を書かせた。 

  イ 「Writing」の段階 

   この段階では，PO シートをもとに，福岡の魅力を PR する文を書かせた。全ての生徒が PO シ

ートを何度も見返しながら PR 文を書いていた。PR 文を書きながら，PO シートに新たな情報を書

き足したり，構想を変更したりしている生徒も見受けられた。 

  ウ 「Post-writing」の段階 

   この段階では，食べ物や場所の魅力を表す具体的な記述内容を把握させるために，食べ物や場

所の記述について付加，修正した内容が目的や場面に応じた内容になっているか確認させるため

に，PO シートを見返して，グループで話し合うよう指示した。 

  エ 「Reflection」の段階 

   この段階では，自己の PR 文の変容について，最初に作成した原稿と完成した原稿を比較させ

たり，今までの PO シートの内容を見直させたりしながら記述させた。 

④ 結果と考察 

  視点１ 

【資料２】のように生徒は対象 

としている国の文化やその国が抱 

いている日本へのイメージについ 

てPOシートにまとめることができ 

ていたが，抽象的な内容になって 

おり，提案内容に結びつけづらい 

ものになっていた。 

【資料２】自分と相手のことを示したチャート 



  視点２ 

 【資料３】は PO シートの Post-writing の記述である。生徒の多くが PR 文をよりよくするた

めに書いた内容は PR 文を書くための表現方法などの知識であった。本研究において PO シートは，

学習課題を達成するための視点を記し 

ていくためのシートとして活用させる 

ことを目的としている。福岡の魅力を 

より相手に伝わるようにするにはどの 

ような内容や表現を用いることが有効 

であるのか，また目的や場面に応じて 

どのような内容を書き表す必要がある 

かを書き出していくことが PO シートを活用する目的であるが，その目的とは離れた内容になっ

ている生徒が多くいた。 

  視点３ 

【資料４】を見ると，学習課題を達成するにあたり，目的や場面を意識しながら相手意識をも

って PR 文を作成しようとしていることがわかる。コミュニケーションにおける相手意識の必要

性を感じることができている。そのためには，生徒にとって現実味のある学習課題の設定は必須

であることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 実践①における成果と課題 

○ 「Reflection」の段階において，PO シートの中で，目的や場面について捉えさせる内容を記 

述させることで，PR 文を見直す視点として，より相手を意識したかどうかについて振り返るこ 

とができていた。 

● 「Prewriting」の段階において，今回は最終的に海外のインスタグラムに載せることがゴール 

であったため，特定の対象という点で曖昧な設定であった。相手意識をもたせるためには，相手 

を明確にし，その人について調べたり，考えたりする作業が必要であった。 

 ● 「Post-writing」の段階において，生徒の Post-writing における記述内容は文法事項を中心 

とした知識，理解に関するものであった。PO シートに相手意識や目的，場面を意識する視点を 

記述させ，思考力，表現力を高めさせるためのものとするために，視点について考えを深めるこ 

とができる PO シートの活用の仕方の工夫が必要であった。 

 (2) 実践② 

   実践②では，実践①で課題があった Prewriting と Post-writing に焦点をあて，分析を行った。 

① 題材名「ラヴィ先生に京都のおすすめを紹介しよう」 

 ② ねらい 

本題材の指導にあたっては ALT の依頼に対し，ALT が求める内容を把握しながら，相手に合わ

せて京都を魅力的に伝える表現方法の工夫について見出させることをねらいとした。 

 ③ 授業の実際 

ア 「Prewriting」の段階 

   この段階では，まず，Writing の目的と場面を全体で共有した。京都のおすすめを紹介する目

的や場面を意識させるために，PO シートを提示し，目的や場面を書くように指示した。次に，

自分が発信したい内容と相手が求めるだろう内容を整理させた。そのために，ALT への質問を作

成させ，質問によって得た ALT の情報を PO シートにまとめさせた。最後に，チャート形式で自

分が発信したい内容と相手が求めるだろう内容をもとに，実際に紹介する内容を整理させた。 

 

から相手を意識していることがわかる  

【資料４】生徒の Reflection の記述内容 

 

は文法事項を示してい 

【資料３】Post-writing での PO シートの内容 



 イ 「Post-writing」の段階 

  この段階では，清水寺の紹介を書かせ，グループでの話し合い活動を通して，より魅力が伝わ

る視点についてまとめさせた。また，経験したことを書くことが魅力を伝える際に説得力を増す

ものになることに注目させ，PO シートに新たな視点として書かせた。また，獲得した新たな視

点を自分の内容にどのように活かすことができるか問い，具体的な表現を PO シートに書かせた。 

④ 結果と考察 

視点１ 

  【資料５】のように，今回は対象が ALT という特定された人物であったため，相手の情報を具

体的に書き表すことができている。質問を作成する段階では “ Are you interested Japanese 

history?”などの質問を考え，相手意識をもって取り組んでいた。また，ALT が抹茶が苦手であ

るという情報を聞き，おすすめする欄に抹茶を書いていたが，抹茶を勧めることをやめた生徒が

いる一方，抹茶が苦手な人でも食べることができるデザートを調べる生徒もいた。自分がおすす

めするものと相手が求めるだろう内容に 

頭を悩ませながらも，自分なりに折り合 

いをつける姿が見られた。しかし，【資 

料５】の相手が求めるだろう内容を見る 

と，A L Tの趣味，嗜好に関する質問が多 

いことがわかる。シンガポール身の ALT 

に対して，シンガポールの歴史的建造物 

と古都京都の寺社仏閣を比較するための 

質問などを考えさせることができれば， 

より相手を知ることができたのではない 

かと考える。 

視点２ 

【資料６】のように，今回のPOシート 

のPost-writingの欄では，表現力を高め 

る視点を書くことができている。その理 

由として，生徒は文法事項などの知識と 

区別して学習したことや発問を工夫し， 

話し合い活動でも表現の良さについて話 

し合わせたことが大きな要因だと考える。 

題材のゴールを達成する中で必要な知識 

を身に付けながら，表現を高める手だて 

として PO シートを活用することができた。 

また，【資料７】を見ると，生徒がPO 

シートに書いた内容は京都のおすすめを 

紹介する際に効果的な内容かつ汎用性の 

ある中身になっていることがわかる。生 

徒は【資料６】で獲得した視点をもとに，【資料６】を作成した。グ 

ループでの話し合い活動や全体での交流 

を通して，新たに手に入れた視点を自分 

の京都をおすすめする内容に応じて具体 

的に書き表すことができている。 

   【資料８】は PO シートをもとに生徒が作成した writing と rewriting である。Writing の段

階では，ガイドブックやインターネットで調べる手に入れることができる内容だけであったが，

rewriting では，赤線で示すように自分の経験を踏まえて，行ったからこそ伝えることができる

内容になっている。また，下鴨神社の門に感動したようすを，surprise よりもより感動が伝わ

る表現を使いたいという本人の思いが伝わってくる。これは，生徒が相手意識をもち，京都の良

さを伝えたいと思っている証拠である。 

 

文法事項ではなく，表現を深めるための視点を

書くことができている。 

 

 

実践１に比べ，具体的な記述内容になっている。 

【資料５】自分と相手のことを示したチャート 

【資料６】Post-writing での PO シートの内容 

【資料７】獲得した視点を基に自分のおすすめの文に活用した内容 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➄ 実践②における研究の成果と課題（○は成果，●は課題） 

  〇 「Prewriting」の段階において，ALT という具体的な相手を設定し，相手意識をもって必

要な情報を相手に質問することを通して獲得することができた。また，その内容を自分がおす

すめする内容と照らし合わせながら実際に京都をおすすめする内容を整理し，決定する生徒の

姿が見られた。 

 〇 「Post-writing」の段階において，文法などの知識の習得と思考力，表現力を高める学習

を区別するとともに，PO シートには，学習課題の目的，場面に応じるための視点を記述させ

ることで PO シートを思考力，表現力を深めるシートとして活用できた。 

   ● 「Prewriting」の段階において，相手の情報が，趣味や嗜好の範疇での情報収集で終わっ

てしまっていた。自他の文化について把握させ，文化の違いを捉えさせながら，学習課題の達

成につなげさせるための手立てが足りなかった。 

 ６ 研究の成果と課題（〇は成果，●は課題） 

 〇 PO シートに学習課題ごとに学習課題の目的，場面を振り返らなければならない記述をさせ

ることで，常に学習課題の目的を意識しながら writing の内容を考えることができ，相手を意

識した Writing 活動になっていた。 

 〇 学習過程ごとの生徒の思考の流れに沿って学習課題達成のための視点などを記述させること

で，段階的に Writing 活動を行い，自分の Writing の内容を作成し，再考し，訂正するという

サイクルの中で，相手にとってより魅力的な Writing 内容にすることができた。 

 〇 【資料８】のような Writing の変容が見られた生 

徒は，全体の８割に及んでおり，PO シートを活用す 

ることで，相手を意識した Writing を書くことができ 

ると言える。また，【資料９】のアンケート結果から 

PO シートの効果を実感している生徒が多く，PO シート 

有効な手立てとなっていることがわかる。 

 〇 単元を通しての思考の流れを PO シート１枚にまと 

めさせたことにより，「Reflection」の段階において 

 学習課題達成のために作成した文を見直す視点として 

学習課題の目的，場面に応じたかや相手意識をもてた 

かについて振り返ることができていた。 

  ● Writing において，知識，理解の観点も大変重要である。しかし，PO シートは思考，判断，

表現に特化しているため，課題解決の過程で十分な知識，技能の能力を育成することができな

かった。 

  ● Prewriting において，相手の文化の抽象的な内容を理解させることはできたが，学習課題

に合わせた具体的な文化の違いを捉えさせることはできなかった。 

 ７ 研修を修了しての感想 

     AI 時代が到来している今だからこそ，直接的な人と人とのつながりは大切である。故にコ

ミュニケーション能力を育成する外国語科が担う役割の重要性を受け止め，多くの生徒が世界

規模でさまざまな人たちと交流することを通して，豊かな心を育み，コミュニケーションを図

ることの楽しさを実感できる授業を実践できるよう，今後も研鑽を積みたい。 

  ○ 在籍校  粕屋町立粕屋東中学校 

電話番号 （０９２）９３９－０７４０ 

  
 

 

赤字は文法の誤りを教師が訂正している 

【資料８】Writing と Rewriting の比較，変容 

 

①効果的であっ
た

②まあまあ効果
的であった

③効果的ではな
かった

①30 人(77%) 

②９人 

(23%) 

質問：PO シートは学習課題を達成するための

内容を考える上で効果的であったか 

【資料９】PO シートに関するアンケート結果 



第２学年○組 外国語科学習指導案 
指導者 城戸 德男 

１ 題 材 「ピアスさんが弟のために開くパーティーを企画し，提案しよう。」 
２ 指導観 

〇 法務省の出入国在留管理庁によると，平成 23 年の在留外国人の数は約 200 万人であったのに対

し，令和３年の外国人の数は約 280 万人となり，増加し続けている。日本人にとって，日本国内

において外国人と円滑にコミュニケーションをとるスキルは必要不可欠なものになってきている。 
本題材では，アメリカ人の依頼に対して，生徒が依頼主の弟が日本人の友達との親交を深める

ためのパーティーを企画する活動を通して，双方の文化に関する情報を踏まえながら，魅力的な

パーティー企画を伝えることができることをねらいとしている。主な学習内容は，相手の文化に

関する情報の有用性，目的や場面を踏まえた文の必要性，現在完了形の用法，使用場面などであ

る。本題材は，依頼主にとって魅力的なパーティーの内容を考えることで，パーティーの内容に

ついて自分が企画したいものと相手が期待しているものを踏まえて，内容を吟味することができ

るだけではなく，パーティーというそれぞれの文化や生活習慣が色濃くでる内容を考えさせるこ

とで，互いの文化の違いについて把握し，どのようにその情報を伝えればよいのか工夫する機会

を設けることができる。以上より，本題材を学習することは，文化の違いを把握しながら，相手

に合わせてコミュニケーションをとることができる力を育む上で，意義深いことであると考える。 

〇 本学級の生徒は，事前のアンケート調査で，「外国人に対して，何か自分のおすすめを提案する

ときに必要なことは何か」と問うと，80%の生徒が「自分がおすすめしたい内容と相手が求める内

容に折り合いをつけること」と答えている。このように回答する生徒が多いのは，本学級の生徒

は，４月から PO シートを活用し，相手意識をもって情報を取捨選択し，目的や場面を意識しなが

ら Writing に取り組んでいるためである。また，「相手のことを知るために，どのような質問をす

るか」と問うと「相手が興味のあること」や「相手が好きなこと，嫌いなこと」と回答した生徒

が 70％であった。これまでの学習では外国人に対して自分のおすすめを提案する場合，相手を知

るために生徒が考える質問は相手の趣味や嗜好の範疇で留まっており，日本との文化の違いに関

する質問を考えたり，それを踏まえた内容を書いたりする生徒は 30％であった。これらのことよ

り，外国人とコミュニケーションをとる際に，文化の違いによっておこる齟齬を把握している生

徒が少ないと言える。そこで本題材では，日本人とアメリカ人が参加するパーティーの企画を作

成させる際に，双方が楽しめるアイデアを生み出すには，相手の文化や生活習慣を把握したり，

日本の文化や生活習慣との違いに気づいたりすることが肝要であることを把握させる必要がある。 

〇 本題材の指導にあたっては，アメリカ人の依頼に対し，パーティーを企画する目的や場面を踏

まえて，文化の違う複数の参加者が楽しむためのパーティー企画の工夫について見出させたい。

そのためにまず，アメリカ人の依頼を聞き，パーティーの内容を検討させる。ここではパーティ

ーを企画する目的や場面を意識させるために，PO シートを提示し，目的や場面を書くように指示

する。また，自分が提案したい内容と相手が期待する内容を整理させるために，チャート形式で

お互いの情報を提示させ，パーティーの内容をどのように決めたのかを問う。次に，パーティー

の企画書を作成させる。ここでは，目的や場面を踏まえた文を書かせるために，Prewriting で考

えた PO シートの内容をどのように活用するか問う。さらに，パーティーの内容を共有し，再考し，

練り直し，提案させる。ここでは Rewriting するポイントを視覚的に理解させるために，加筆し

た PO シートのポイントと企画書を比較させ，加筆したポイントを企画書にどのように活かすのか

を問う。最後に，企画書がどのように変容したかを捉えさせ，その内容を共有させる。ここでは，

企画書がどのように変容したのかについて気づかせ，今後の Writing の活動につなげさせるため

に最初に書いた文と最後に書いた文を比較させ，変化した部分と変化したことによる効果を問う。 

３ 目 標 

 〇 現在完了を用いた文の構造や働きを把握し，相手の経験や継続して行っていることについて整

理しながら質問文を書くことができる。 

 〇 依頼主の弟が日本人の友だちと親交を深めることができるパーティーにするために，獲得した

情報をもとに，日本とアメリカの文化の違いを踏まえてパーティー企画を提案することができる。 

 〇 依頼主の弟が日本人の友だちと親交を深めることができるパーティーにするために，アメリカ

文化と日本文化を比較しながら企画内容を工夫し,パーティー企画を提案しようとしている。 

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



４ 計 画（９時間）        知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 
過程 時 学習活動・内容 手だて（〇），研究に関わる手だて（◎）  評価規準 

 
 
 
 
 
P 
r 
e 
w 
r 
i 
t 
i 
n 
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４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本 
時 

 
 
１ ピアスさんからの依頼を

聞き，パーティーの内容を
検討する。 

（1） ピアスさんからの依頼
を聴き，パーティーの内
容を紹介する目的をまと
める。 

 ・パーティーを企画する目
的や場面の把握 

（2） ピアスさんへの質問内
容を考える。 

 ・Have you ever ～? 
（3） ピアスさんに質問し，

情報を収集する。 
 ・相手の文化に関する情報

の有用性 
 
 
 
（4） 知り得た情報をもと

に，おすすめする内容を
考える。 

・自分が提案したい内容と
相手が期待する内容の整
理する有用性 

 
 
 
 
 
◎ パーティーを企画する目的や場面を意

識させるために，PO シートを提示し，パ
ーティーを企画する目的や場面を書かせ
る。 

 
 
○ 経験を質問する必要性に気づかせるた

めに，今回の学習課題ではどのような情
報が必要か問う。 

◎ 相手の文化を知る必要性に気づかせる
ために，異文化理解の欠如によって起こ
る事案の動画を提示し，なぜこの事案が
起きたかを問う。 

 
 
 
◎ 自分が提案したい内容と相手が期待す

る内容を整理させるために，PO シート内
に自分と相手についてチャート形式で提
示し，パーティーの内容を記述するよう
に指示する。 

態：ピアスさんからの
依頼を受け，目的や
場面を考慮したパー
ティーの内容を考え
ようとしている。 

 
 
 
 
知：現在完了形の構造

や働きについて把握
し，相手の経験や継
続していることを書
くことができる。 

思：相手にとって魅力
的な企画にするため
に，相手の文化につ
いて質問することの
効果について記述す
ることができたか。 

 
W 
r 
i 
t 
i 
n 
g 

１ ２ 企画書を作成する。 
（1） PO シートを使って目

的や場面を捉えたパーテ
ィーの内容を書く。 

 ・目的や場面を踏まえた文
の必要性  

◎ 目的や場面を踏まえた文を書かせるた
めに，Prewriting で考えた PO シートの
チャートを活用するように促す。 

思：依頼主の弟が日本

人の友だちと親交を

深めることができる

パーティーにするた

めに，目的に応じて

パーティーの内容を

書くことができる。 

 
 
P 
o 
s 
t 
 
w 
r 
i 
t 
i 
n 
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３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ パーティーの内容を共有
し，再考し，練り直し，提
案する。 

（1） 作成した文を共有し，
話し合う。  

 ・相手に合わせた紹介の内
容や紹介の仕方 

（2） 共有した内容や改善点
について見直し，企画す
る文を書き直す。 

  ・PO シートを活用した文の
改善方法 

（3）ピアスさんにパーティー
の内容を提案する。 

  ・文化を踏まえたパーティ
ーの内容を提案すること
の価値 

 

◎ 相手に合わせた紹介の内容や紹介の仕
方を考えさせるために，それぞれの文で
相手を意識した内容がどこかを問う。 

 
 
 
 
◎ Rewriting するポイントを視覚的に理

解させるために，加筆したPOシートのポ
イントと原稿を比較させ，加筆したポイ
ントを原稿にどのように活かすか問う。 

○ 相手に魅力的なパーティーの提案をす 
ることができたかを確認させるために，
ピアスさんの感想を聞く。 

思：日本人の友だちと
親交が深まるパーテ
ィーにするために，
獲得した情報をもと
に，日本とアメリカ
の文化の違いを踏ま
えてパーティー企画
を提案することがで
きる。 

態：日本人の友だちと
の親交が深まるパー
ティーにするため
に，アメリカ文化と
日本文化を比較しな
がら企画内容を工夫
し,パーティー企画
を提案しようとして
いる。 

R 
e 
f 
l 
e 
c 
t 
i 
o 
n 

１ ４ 企画書がどのように変容
したかを捉え，その内容
を共有する。 

 ・Rewriting 後の企画文の
変容，また成果と課題の
把握 

 
 
 
 

◎ 企画書がどのように変容したのかに気
づかせ，今後の writing 活動につなげる
ために，PO シートで書き足した内容はど
のような点かを問う。 

態：学習課題の目的や
場面を視点として，
自分の企画文がどの
ように変容したかを
捉え，本単元の成果
と課題を見いだそう
としている。 

学習課題 ピアスさんが弟のために開くパーティーを企画し，提案しよう。 



５ 本 時 令和５年 ２月 １日（水） 第４校時 計画 第一次の３ ２年２組教室にて 

（1） 主 眼 

○ グループで意見交流した質問を依頼主に尋ね，情報を得る活動を通して，参加者全員が楽しめ

るパーティーを企画するために，相手の文化について質問することの有用性を把握することがで

きる。 

（2） 準 備  

①PO シート②異文化理解の欠如によっておこる事案を示した動画③ロイロノート  

④外国人がもつ日本のパーティーのイメージに関するインタビュー動画 

（3） 過 程 

学習活動・内容 準備 手だて（○），研究にかかわる手だて（◎），評価（◇） 形態 配時 

１ 前時に考えた質問を共有し，動

画を視聴した後に，本時のめあて

をもつ。 

 ・作成した質問内容の偏り 

 ・相手の文化について知る必要性 

 

 

 

 

 

２ 相手に尋ねる質問を考える。 

（1） 個人で相手の文化を尋ねる 

質問を考える。 

 ・パーティーと文化を関連付けた

質問内容 

 ・Do you eat chicken at the 

party in the US? 

 ・What is popular food in the 

US? 

 

 

（2） 個人で考えた質問の内容を 

グループで意見交流する。 

 ・パーティーと文化を関連付けた

多様な質問方法や表現 

 ・What do you usually do at 

the party in the US? 

 ・What do you usually eat at 

the party in the US? 

・ Is there any rules when 

you have a party in the US? 

３ 考えた質問を依頼主に尋ね, 知

り得た情報を PO シートに記入す

る。 

 ・企画するために必要な相手に関

する新たな情報 

４ 本時で尋ねた質問や新たに得た

情報を見直す。 

 ・相手の文化について質問するこ

との有用性 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

 

◎ 学習課題の目的を見直すために，PO

シートで確認するよう指示する。 

○ 生徒が考えた質問がクリスに関する

質問に偏っていることを把握させるた

めに，前時で生徒が考えた質問を共有

する。 

○ パーティー内容を提案する際に，相

手の文化を知る必要性に気づかせるた

めに，異文化理解の欠如によっておこ

る事案を示した動画を提示し，なぜこ

の事案が起きたかを問う。 

○ パーティーと文化を関連付けた質問

を作成させるために，アメリカのパー

ティーのイメージを問う。 

○ イメージと現実のギャップに気づか

せ，実際に質問する必要性にきづかせ

るために，外国人がもつ日本のパーテ

ィーのイメージに関するインタビュー

動画を提示する。 

◎ 自分が提案したい内容に関連した質

問を作成させるために，PO シートを

参考にするよう指示する。 

○ 既存の知識を活用して英文を作成さ

せるために，翻訳機能は自分の文を確

認するために使用するよう指示する。 

○ 相手の文化を視点に質問を考えるこ

とで幅広い質問を考えることができる

ことを共有させるために，グループで

でた質問を提示する。 

○ それぞれの生徒が考えた質問の意図 

を捉えさせるために，なぜその質問を

作成したのかを問う。  

◎ 質問を通して手に入れた情報を整理

させるために，PO シートの相手の欄

に質問の回答を書き留めるように指示

する。 

◎ 相手の文化について質問することの

有用性を把握させるために，本時で作

成した質問で得た情報によって企画内

容がどのように変わるのかを問う。 

◇ 相手にとって魅力的な企画にするた

めに，相手の文化について質問するこ

との効果について記述することができ

たか。        （ロイロノート分析） 
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Today’s Goal 

 Let’s make more questions and 
ask Mr.Pierce. 



 


